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市からの連絡帳

※介護保険の認定者以外の方は、障
害者控除の対象になることを証明す
る医師の意見書（市指定様式）が必
要となります。
□障害者控除
　対 身体障害者３級～６級までに準ず
る方、知的障害軽度・中度に準ずる
方
□特別障害者控除
　対 身体障害者１級・２級に準ずる方、
知的障害重度に準ずる方、ねたきり
高齢者（約６か月以上常に就床し、
食事・排便などの日常生活に支障の
ある状態の方）
　申 １月４日昇から高齢者支援課（保
谷保健福祉総合センター１階、田無
庁舎１階）へ。
※認定書発行までに２週間程かかり
ます。お早めに申請してください。
◆高齢者支援課 　保 （札４３８－４０２８）

 教　育 

■中学校完全給食の開始時期な
ど

　１１月に学校給食運営審議会から
「中学校給食の開始時期および給食
費」についての答申が教育委員会に
なされ、教育委員会で協議し、中学
校給食の開始時期および給食費の額
が決定しました。
□中学校給食の開始時期　開始初年
度は、５月２０日を基準日とする。
□給食費の額　一食当たり３２０円と
する。
【答申】
１　中学校給食の開始時期について
　中学校給食の開始時期は、開始初
年度については５月２０日を基準日と
することが適当である。
２　給食費の額について
　給食費の額は一食あたり３２０円が
妥当である。
　給食の申し込みにあたっては、給
食費の未納を防止するために各学期
ごとの振込みによる前払いとするこ
とが妥当である。なお、保護者の利
便性に配慮した方法を検討すること
も必要である。
　中学校給食の開始にあたっては、
安全・安心を最優先したうえで、円
滑に実施していくことが必要であ
る。
　また、実施方法等を事前に市民・
保護者へ周知する必要があり、教育
委員会において対策を講じるよう申
し添える。
　答申書の詳細は、市　HP をご覧くだ
さい。
◆学校運営課 　保 （札４３８－４０７３）

 防　犯 

■地域を見守る防犯活動団体
に登録しましょう！
～犯罪のないまちづくりのために～
　誰もが安心して暮らすことができ
るよう犯罪のない安全なまちづくり
を目指して、市・警察・市民の方が
日ごろからさまざまな防犯活動を行
っています。
　その中でも市民の方が自主的に組
織している防犯活動団体の役割が非
常に大きくなっています。市では、

定資産税の減額適用申告書
②バリアフリー改修工事にかかった
費用の領収書、改修工事の内容など
を確認できる書類（工事明細書、現
場の写真な

ど）
③納税義務者の方の住民票の写し
④改修住宅にお住まいの方により次
のいずれかの書類
敢居住者が６５歳以上の場合は、その
方の住民票の写し
柑居住者が要介護または要支援を受
けている場合は、その方の介護保険
被保険者証の写し
桓居住者が障害をお持ちの場合は、
その方の障害者手帳の写し
※補助金などの交付を受けた場合
は、交付を受けたことを確認するこ
とができる書類
～一定のバリアフリー改修工事とは
　廊下の拡幅、階段のこう配の緩
和、浴室改良、便所改良、手すりの
設置、屋内の段差の解消、引き戸へ
の取替工事、床表面の滑り止め化
興省エネ改修
　平成２０年１月１日以前から市内に
所在する住宅（賃貸住宅を除く）に
省エネ改修工事を行い、下記要件を
満たしている場合、改修工事が完了
した年の翌年度分における当該家屋
に係る固定資産税を住宅面積１２０㎡
まで３分の１減額します（都市計画
税は含まれません）。
□要件
①平成２５年３月３１日までに行われた
一定の省エネ改修工事（熱損失防止
改修）であること
②改修工事後３か月以内に資産税課
（田無庁舎４階）まで申告すること
③熱損失防止改修工事にかかった費
用が３０万円以上であること
④現在、新築住宅軽減および耐震改
修に伴う減額を受けていない家屋で
あること
□必要書類
①住宅の熱損失防止改修に伴う固定
資産税の減額適用申告書
②熱損失防止改修工事証明書
③熱損失防止改修工事にかかった費
用の領収書
④納税義務者の方の住民票の写し
～一定の熱損失防止改修工事とは
　窓、床、天井、壁の断熱性を高め
る改修工事であること（外気などと
接するものの工事に限る。窓の改修
工事を含めた工事であることが必
須）。
◆資産税課 　田 （札４６０－９８３０）

 福　祉 

■確定申告に伴う高齢者の障
害者控除の取り扱い
　市内在住の６５歳以上の方で、次に
該当する方に対し、申請により障害
者控除対象者認定書を調査のうえ交
付します。
　この認定書を基に確定申告する
と、障害者控除の対象として認定さ
れます。
※すでに身体障害者手帳・愛の手帳
を持っている方は、必要ありませ
ん。
※介護保険の認定者は、介護認定調
査票に基づき認定します。

た場合は新しい電子証明書を取得し
てください。
　詳細は、下記　HP をご覧ください。
ｅ－Ｔａｘ
　HP  http://www.e-tax.nta.go.jp
ｅＬＴＡＸ
　HP  http://www.eltax.jp/
　問 ｅＬＴＡＸヘルプデスク
（ナビダイヤル札０５７０－０８１４５９）
（ＩＰ電話やＰＨＳなどをご利用の
場合札０３－５７６５－７２３４）
月～金曜日午前８時３０分～午後９時
※市報１２月１日号に掲載をしたｅＬ
ＴＡＸヘルプデスクの電話番号・利
用時間に変更がありました。正しく
は、上記のとおりです。
◆市民課 　田 （札４６０－９８２０）
　　　　　保 （札４３８－４０２０）

■固定資産税の減額
興耐震改修
　昭和５７年１月１日以前から市内に
所在する住宅に耐震改修工事を行
い、下記要件を満たしている場合、
改修工事が完了した年の翌年度分に
おける当該家屋に係る固定資産税を
住宅面積の１２０㎡まで２分の１減額
します（都市計画税は含まれませ
ん）。
□要件
①改修工事後３か月以内に資産税課
（田無庁舎４階）まで申告すること
②耐震改修工事にかかった費用が３０
万円以上であること
□期間
①平成２２年１月１日～平成２４年１２月
３１日に改修完了した場合、翌年度か
ら２年間
②平成２５年１月１日～平成２７年１２月
３１日に改修完了した場合、翌年度か
ら１年間
□必要書類
①耐震基準適合住宅に係る固定資産
税の減額適用申告書
②耐震改修工事証明書
③耐震改修工事にかかった費用の領
収書
興バリアフリー改修
　平成１９年１月１日以前から市内に
所在する家屋（賃貸住宅を除く）に
バリアフリー改修工事を行い、下記
要件を満たしている場合、改修工事
が完了した年の翌年度分における当
該家屋に係る固定資産税を住宅面積
１００㎡まで３分の１減額します（都市
計画税は含まれません）。
□要件
①６５歳以上の方および要介護もしく
は要支援の認定を受けている方なら
びに障害をお持ちの方が居住する家
屋であること（賃貸住宅を除く）
②平成２５年３月３１日までに行われた
一定のバリアフリー改修工事である
こと
③改修工事後３か月以内に資産税課
（田無庁舎４階）まで申告すること
④バリアフリー改修工事にかかった
費用が３０万円以上であること（補助
金などを除く自己負担額）
⑤現在、新築住宅軽減および耐震改
修に伴う減額を受けていない家屋で
あること
□必要書類
①住宅のバリアフリー改修に伴う固

 届　出 

■広域交付サービスの停止
　システム改修に伴い、下記日程で
住民基本台帳カード、公的個人認証
に関する全てのサービス、住民票の
写しの広域交付サービスが停止しま
す。
　ご理解とご協力をお願いします。
　時 １月４日昇～１０日抄
◆市民課 　田 （札４６０－９８２０）
　　　　　保 （札４３８－４０２０）

 税 

■国税申告・納税サービス（ｅ－
Ｔａｘ）・地方税電子申告シス
テム（ｅＬＴＡＸ）のご利用を！
　国税申告・納税サービス（ｅ－Ｔ
ａｘ）・地方税電子申告システム（ｅ
ＬＴＡＸ）を利用するには、住民基
本台帳カードおよび電子証明書が必
要です。
　市民課では個人（法人代表者含む）
の電子証明書（手数料５００円）がお
取りいただけます。法人として利用
できる電子証明書はｅＬＴＡＸ　HP 
でご確認ください。
　ただし、税理士に申告書などの作
成、送信を依頼している場合には、
依頼者本人の電子証明書は不要で
す。
　毎年１２月～３月は市民課（受付：
午前９時～１１時３０分、午後１時～４
時３０分）の混雑が予想されます。手
続きの際は、時間に余裕をもってお
越しください。また、住民基本台帳
カードなどの取得手続きは、運転免
許証や旅券、その他官公署の発行し
た顔写真の貼付してある資格証明書
などをお持ちの方は、即日住民基本
台帳カードなどを交付しますが、こ
れらの資格証明書などをお持ちでな
い方は、申請後本人あてに照会文書
を郵送し、再度来庁して手続きをし
ていただくことになり、１週間程度
時間がかかります。
　電子申告を利用される方は早めの
手続きをお願いします。
　また、システム改修に伴い、１月
４日昇～１０日抄までサービスが停止
しますのでご協力をお願いします。
※電子証明書の有効期間は３年間で
す。電子証明書の有効期間が終了し

西東京市議会議員選挙
興投票日
　時 １２月２６日掌午前７時～午後８時
興期日前投票・不在者投票
　時 １２月２０日捷～１２月２５日松
　午前８時３０分～午後８時
　場 ①田無庁舎２階２０３会議室
　②保谷庁舎別棟会議室ＢＣ
　（いずれの場所でも投票可）
※投票・開票速報
を市　HP ・携帯電話
サイトでお知らせ
します。
◆選挙管理委員会
事務局 　保 
（札４３８－４０９０）


